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私達は、いつも言っていますね。
幸せになりたい幸せになりたい、何かいいことないかな～って。

いつも『今、ここ』にある不平不満ばかりみています。
『今、ここ』にある小さな幸せを見ていない、見えないのですよね・・・。

今、当たり前にある『今、ここ』にある小さな幸せを感じれたら、
『私の幸せ』がすぐに見つかります。
毎日、与えてもらっている小さな喜びや笑い…、様々な経験…、

時に厳しい経験も先の幸せへの、小さな贈り物。
『私の幸せ』、幸せは人によってメジャー(はかりかた)が違います。
だから、この与えられたものから、大切な何かに気づかせてもらうのだと思います。

私自身も、分かっているつもりでしたが、まだまだ小さな幸せ見逃しているように思います。
いつも、自分のメジャーで物事をみたら、自分の視野以外のものは入ってこない。
広がらないのですよね。
本来、もっともっと人間には可能性があるのですが、それを狭めているのは、実は自分。

今回のフォーラムで、講話してくださった話の内容もしかりですが、
その人の生き様、働き様が、そのお顔に行動にでていました。
１つ１つのお話、関わる人からいただく、１つ１つの贈り物。
意識していたら、１日に両手いっぱいで抱えられないくらい沢山ありますね。

フォーラムにきてくださった講話者の方々、
すばらしい言葉を選んで話してくださいました。
だから、お客様に思い伝わったのだと思います。
ただいい話、ではないのです。
心が、体験が、相手を思い話す奥深さがそこにあるのです。
だから、人は感動するのでしょう♪

人生で大事にしたい・・「あたたかい言葉」「相手を思う言葉」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラーク・フューチャー・コンサルタンツ有限会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　赤木美香
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　　　　 『自己理解から幸せな生き方が見つかる ～心の悩みがとれると「幸せ」は見えてくる～』

【第1話】

石井光氏

■石井光氏■青山学院大学教授
青山学院大学法学部教授。刑事政策を専攻。
その傍らで、吉本伊信氏の開発した、自分を見つめる方法である
「内観法」を、世界に広める活動を展開。

内観のすすめ： http://www.naikan.com/japanese/japanese.htm

青山学院大学：http://www.aoyama.ac.jp/

　　　　映画 『降りてゆく生き方』

映画上映
ならびに

トークセッション
小村亮雄氏

第二次大戦後、私たちは、ひたすらに右肩上がりの経済成長と物質的
豊かさ、そして個人的自由を求め続けてきました。そしてその努力は
結実し、私たちはかつてないほど、豊かで便利で自由な社会を実現
しました。しかし、そこにあったのは、幸福に満ち溢れた世界ではなく、
暗雲が立ち込めるが如く不安に満ちた社会でした。現代の日本人の
抱える不安は数知れません。いったい、私たちは、これからどのように
生きていったらよいのだろうか？そんな現代人の根源的な疑問や不安を
問うべく産み出されたのが映画「降りてゆく生き方」なのです。
「降りてゆく生き方」公式ウェブサイト： http://www.nippon-p.org/ 

■今までの人生を振り返ってみました。自分のまわりにいる人は、自分に何をしてくれたか。自分は何をしてさしあげたか。どんな
　迷惑をかけたか。事実を受け止める機会になりました。母親が料理を作るのは当然ではない。もしかしたら料理が嫌いかも
　しれない。しかし母親は自分のためにご飯を作ってくれた、という事実があります。ある人に怒られた、これもある人が私のために
　怒ってくれた、という事実です。今まで身近な人にしていただいて嬉しかったこと、それ以外も思い出してみようと思います。
■両親について考えてみました。していただいたこと・迷惑をかけたことはいくらでも出てきますがしてさしあげたことは誕生日に
　プレゼントをあげた、しか出てきませんでした。自分がこれから何をしなければいけないのか見えてきた気がしました。
■言葉の表現、一つを変えるだけで自分の気持ちにも変化が生まれるように感じました。してもらった、してあげた、といった表現
　ではなく、して頂いたこと、さしあげたこと、迷惑をかけたこと、この３ポイントを振り返る中で、全てのことに感謝の意味が生まれ
　ました。幸せになれることは、みんなが持っていることであるが、気づかない間に過ぎ去っている。振り返ることで今まで気づけ
　なかったものに気づき、これからは感謝と幸せを忘れずに生活していかれると思いました。
■「幸せ」とは、自ら悩みから解放することにより見出せるのである。自分を見つめて自分を受け入れることにより、幸せになれる、
　つまり、自分を認めることによって自分を解放できるのである。自分の過去や現在、相手の過去や現在をそのまま受け入れる
　ことが大切なのだと思った。

■この映画は現代社会の渦に飲み込まれ、そんな中で生きる私たちが失った“何か”、取り戻すべき“何か”を気付かせようとして

　くれている。見失いつつある人との繋がり、自然との共存、生きる喜び。自分にとって生きている本当の喜びとは何かを教えてくれた。
■「降りてゆく」というタイトルを見たとき、「リストラ」とか「負け組」とか、マイナスのイメージを抱きました。しかし、映画を観て、「“競争社会
　から緩やかに身を引くこと”である」と自分なりに解釈をすることが出来ました。一旦競争から離れて立ち止まり、「自分にとって大切な

　ものとは一体なんだろう？」「自分らしい生き方とはどんなものだろう？」と問いかけ、一人一人がもっと、内面的な豊かさを追求する
　ことが出来れば、それぞれの人生がもっと輝いていくのではないでしょうか。
■日本は豊かで便利で自由な社会を実現したが、そこにあったのは将来が不安に満ちた社会でした。必ずしも豊かな社会になることで
　私たちが幸せになれるわけではないと『降りてゆく生き方』で学びました。
■「仕事をしていることが良い事であるとか、悪い事であるとかそういうことではない。大事なのは人としてどう生きていくべきかである。」
　この言葉に胸を打たれました。どのような方向に進むか考える前に、自分が人としてどう生きていくべきか、もう一度自分を見つめ
　なおすことが必要なのではないかと思いました。
■「人がどう変わっていくのかは、具体的な行動や言動を伝えることは難しいし、少ないことであるが、伝えることで変わる」という言葉が
　ありました。人との関わりの中でコミュニケーションを取る上で伝えることは大切なことだと思います。人の顔色や表情だけでは伝わら
　ないことも多くあります。その中で言動を具体的にして伝えることで、また新たな笑顔に繋がると思いました。
■「仕事をする気にならないというのは、仕事をしている人が生き生きしていないからだ」という言葉に、私自身が生き生きしていて、
　一緒に働きたいと思われるような人になりたいなと感じました。

■本当に幸せなことは何なのか。人のこと、相手のこと、地域のことを考えた生き方をし、お金に縛られない生き方＝降りていく生き方の
　価値を見つめなおしたいと思いました。
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　　　　 『20歳で社長に、子育てタクシーに夢を託す～私がこうして頑張れた理由と生きがい～』

【第2話】

内田輝美氏

■内田輝美氏■全国子育てタクシー協会 会長 / 湯江タクシー 取締役
1967年、長崎県生まれ。日本大学芸術学部卒業。創業者である父、母が
相次いで亡くなったため、1988年、弱冠20歳の若さで湯江タクシー社長に就任。
現在、全国子育てタクシー協会会長、諫早市タクシー協会会長も務める。

全国子育てタクシー協会： http://kosodate-taxi.com/

湯江タクシーホームページ（うちだの徒然草）：http://kosodate-taxi.jp/blog/

　　　　 『女性の活かし方と生かし方～私の人生を生かしきろう！～ 』

【第3話】

赤木美香

■赤木美香■
広告代理店にて、広告制作、マーケティング、販促PR、国連主催国際展示会/
会議の事務局運営、大手企業の組織改革・人財育成等に携わる。1995年より
(株)フランクリン・コヴィー・ジャパンの創業メンバーとして、 『7つの習慣』(ビジネス書
売上世界No.1)の研修プログラム開発運営、講師育成、テーマパークのサービス
開発、採用・人財育成、出版部立上げ等を担当。2000年4月、クラーク・
フューチャー・コンサルタンツ設立、代表取締役就任。
クラーク・フューチャー・コンサルタンツ：http://www.clarkfuture.com/

■ちょうど私も今、20歳なので内田さんの話を聞いて今の自分はこのままでいいのかと考えさせられました。私も一生懸命何かに
　取り組んで、自分に自信をつけたいと思いました。また、男性ばかりの職場の中で男性にも負けずに堂々と仕事を全うする
　内田さんはかっこいいなと思いました。会社のため、自分のために本気になりいろいろなアイディアを提案し、「子育てタクシー」と
　いうアイディアは女性ならでは、２児の母だからこその生活からのアイディアだと思いました。
■元々、役者志望で日大の芸術学部に進学した内田さんでしたが、20歳になるまでに、両親を亡くし、父親の会社であったタクシー
　会社を引き継ぐことになりました。いさぎよくその道を選んだその行動力は、誰でも出来るものではないと思います。また講演の
　中で、「一歩じゃなくて半歩で良いから踏み出してみるべきです。小さいことでもなんでも良いから何かやりたいこと、挑戦してみて
　ください。」とおっしゃっていました。つまり、アクションを起こすのは何であれ自分しかいない、ということだと思います。その踏み
　出した一歩が、やがて自分を成長させてくれます。自分自身をもう一度見つめなおし、濃い充実した日々を送る努力をして
　いきたいと思います。「同じ1日、同じ１時間を過ごすなら、顔を上げて胸を張っていきましょう」という言葉、忘れません。
■社長が仕事に誇りを持たなければ、社員が「仕方なくやるしかない」という負の考えを抱く会社になり、お客様は集まらない、と
　いう悪循環が生まれる。逆に言えば、社員がやる気や誇りを持って仕事をすることでお客様は集まるということである。その時主婦、
　母親、社長である内田さんの実生活から思いついた子育てタクシーは、乗務員にとってみれば、とても時間や手間がかかる
　大変な業務であるが、それでも自分の仕事に誇りを持つことで、お客様にも感謝され、やる気にもつながっている。本当に地域
　全体で子を持つ母親のことを考えて取り組んだことにより、今日までに64社が子育てタクシーを導入するという、事業の拡大に
　つながったと考える。
■まずは、行動に移り、一歩でも半歩でも踏み出してみる。きっかけづくりは常に自分でやらねばならない。物や金だけでなく、違う
　視点で生きがいを感じられるような生き方を考える。同じ時間を過ごすなら、顔をあげて生きていく。これを意識して生きていけば、
　すごく変わっていきます。必ず次につながっていくと思います。

■私は、家族や友達など多くの人に支えられ生きていて、決して１人で生きているのではないと感じ、されて嬉しかったことに対して、
　当たり前だと思わないで、これからはちゃんと「ありがとう」を言える人になりたいと強く思いました。思い出してみると、最近不満
　ばかり言っている自分がいるなと反省しました。周りの人の目や評価は気になるけれど、自分なりに何かを一生懸命をやることは
　素敵なことだと思いました。幸せの基準は人それぞれ違うと思うので、その人なりの幸せを見つけられたらいいなと思いました。私も
　ある、目の前の幸せを感じて、周りの人にも幸せだと感じられるような人に、なりたいと思います。また、これから私でも出来ること、
　私だから出来ることを見つけていきたいと思いました。
■講演の途中でペアになり、“10のありがとうを言う”というアクティビティを行いました。「お母さん、見送ってくれてありがとう。」「バスの

　運転手さん、ありがとう」と思いつくままに挙げていきました。言っているうちに、自分が朝起きてから、このフォーラムに来るまでに
　行ったすべての行動は誰かによって支えられているということに気づきました。「ありがとう」たった5文字の言葉がたくさんの人々の
　心を潤わすことを改めて感じたひと時でした。これからたくさんのありがとうを、周りの人に降り注ぎたいと思いました。
■今の自分はまだまだでもっと成長しなければならないと思いました。①悪いことを言わない②感謝の気持ち(thank  you)③自分を
　大切にする(believe yourself)。この３つのことは当たり前のことなのですが、どうしても普段忘れてしまうことがあります。自分の心の
　中にしっかり残したいと思います。


